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（開催目的） 

 多職種によるチーム医療を実践する上で、PBPMの考え方を活用することは、薬物療法の適正

化や効率化を図ることができ、さらには医師の負担軽減にも繋がります。今回のワークショップで

は、実際に PBPM に取り組まれている施設の例を参考に、グループでタスクシフト・シェアの項

目を抽出します。その項目をプロトコール化するメリット・デメリットの検討を行うことで、PBPM

化を行う際の思考プロセスを参加者で共有したいと考えています。各施設での PBPM の取り組み

の足掛かりになれば幸甚です。 

 

 

（プログラム） 

  

 

 

  

１３：３０〜 受付開始 

１４：００～１４：１０ 概要説明 

１４：１０～１４：３０ PBPM事例紹介  

（事例１）徳山中央病院     富田麻里先生 

（事例２）県立総合医療センター 甲斐崇文先生 

１４：３０～１５：２０ グループワーク① 

病院で実施可能な PBPMについて 

１５：２０〜１５：３０ 休憩 

１５：３０～１６：３０ グループワーク② 

PBPMのメリット・デメリットを考える 

１６：３０～１６：４０ 質疑応答、総評 

プロトコールに基づく薬物治療管理（PBPM）に関するワークショップ 

2025年12月 6日（土）14:00〜16:30 

開催場所：山口県セミナーパーク 101研修室 

山口県山口市秋穂二島 1062（現地開催のみ）  

事前登録用コード 

対  象：山口県病院薬剤師会会員、チーム医療やタスクシフト、PBPMに興味のある方 

募集定員：50名程度 

申込期限：2025年 11月 21日（金） 

申請単位：日病薬薬学認定薬剤師制度Ⅲ－２（1単位）申請中 

※日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度のシールはありません。 


